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〈モ ノ〉と じっ くりかかわ る中で

「ね ば り強 く」 思 考 す る 力 を 育 て る

一 幼 ・小 ・中等15年 間 を見 通 して一



豆 「ねば り強 く」思考する力を育てる教育課程

第一章 幼 ・小 ・中等連携 カ リキ ュラム編成 にお ける理念

1。 幼 ・小 ・中等 連 携 カ リキ ュラ ム編 成 に あた って

(1)校 種を越えたカリキ ュラムの編成 に必要な 「共通言語」 と実践知の 「言語化」

これまで、同大学の附属校園でありなが ら、独自の教育理念の下にカ リキュラムを編成 して きた本

校園は、隣 り合 う校園 として教育理念やその方法について知 ってはいたものの、 その互 いの教育 を理

解するには至 らなか った。例えば幼稚 園教育でいえば、「自由選択活動」 を教育 と して行 っていると

い うことは異校種 の教師 も存知 だが、 その教育 の意図まで は理解で きないため、「遊 んで いるよ うに

しか見えない」 という。

本研究開発 に取 り組 む以前 には、それは異校種 間で教育にっいての議論がなされていないためであ

り、今後、場 を同 じくして話 し合 う機会 さえもてれば、理解 しあえるだろうと考えていた。何故 なら、

各学校園で考 える 「目指す子 ど も像」が共通 していたか らである。

しか し本研究開発を進 ある中で、異校種 における教育が理解 しに くいのは、互 いの教育にっいて語

る場 をもっていない、 とい うことではな く、各校種で それぞれの言語、「幼稚園語」、「小学校語」、

「中等教育学校語」 を もってお り、用 いる言語 に様 々な位相があ るのではないかと考 えるようになっ

た。例えば、「幼稚園語」 における 「環境」 とい う言葉の もっ概念 と、「小学校語」における 「環境」

とい う言葉の もっ概念 は大 きく異 なっているのだが、そのことに気づかず議論を進めていき、話がか

みあわないことに違和感 を覚 える、 とい う具合である。 しか しその根本的な問題 に気づ くまで は、そ

れを正す術 がな く、互 いの教育が理解 できずに終 わっている、 と思わざるを得ない状況だ った。

加えて、 明示化 された互いのカ リキ ュラムを基 に実践 を語 り合 って も、互 いに理解で きないもどか

しさは、 自らの実践を うま く 「言語化」 し、相手 に説 明で きない もどか しさであると気づいた。我々

実践者 は、 自ら経験を積む ことで感覚的に得てい く 「知」がある。 この 「知」は無 自覚 なものが多 く、

同 じ校園(文 化)の 中で は 「言語化」 せず とも理解 しあえ る実践が、異校園で語 り合 う際 にはその漠

然 と得ている 「知」を 「言語化」せねば理解 し得 ないのではないか と考えた。 自分では伝 えて いるつ

もりであるにもかかわ らず、理解 されない状況 はこう して生み出されて いるのだと知 った。

これ らの ことか ら、互 いの実践 を見合 い、同 じ実践を見た上で語 り合 うことによって子 どもを見 る

目を共有 し、 その上で幼 ・小 ・中等の 「共通言語」 をもっ ということが重要であ り、それ によってよ

うや く幼 ・小 ・中等15年 間を通 したカ リキュラムの共通土台を構築す ることがで きると思われる。

この3年 間の研究の過程 で、 このことに気づ き特 に意識 して 「言語化」するよ うになったのは後半

1年 強のことであ り、現在 は同 じ実践を見て 「共通言語」を探 りなが ら理解を進めている途 中である。

これまで無 自覚であった実践知や文化を 「言語化」 し、 自覚するという作業 は並大抵の ことではな く、

これか ら先 も時間のかかる作業 であると思われ る。そのため、本研究 開発において編成 した15年 間

のカ リキュラムは未 だ 「未完成」であ ると言わざるを得 ない。明示化 されたカ リキュラムは整 ってい

るように見えて も、 そ こに表記 されている言語が互 いの校園で未共有であったり、同一 の言葉 を用 い
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ていても指 している内容が異 なっていた りす ることも多々あるように思 う。引 き続 き異校種での連携

を進めるにあたって、今後 も共通の土台づ くりのために互 いの教育を語 り合 う機会を もっ組織づ くり

を整えていかなければな らない。

(2)カ リキ ュラム表現

①実践から立ち上 げるカ リキ ュラム

本カ リキュラムは、育てたい子 ど もの姿 を幼 ・小 ・中等 で共有 することにより、15年 間の子 ども

の発達の筋道を見通 し、[薩]・[亟 夏]・[璽 ・[デキゴト論究1という4っ の活動領域を

「教育 目標」「定義」「教育方法」「実践化 の視点」「事例」「評価」で構成 した。 これ は、子 どもの実態

か らその移行 の様相 にっ いて研究 し、 それを基にカ リキュラムを編成 した ことによる。

独創的で 「ねば り強い」思考能力の育成には子 どもが主体的に学習や活動 に取 り組む ことが重要 で

ある(P.14「15年 間にわたる教育課程の基本 コンセプ トー 「自由選択」「体験」」 一参照)。 本カ リキュ

ラムでは子 どもたちが主体的 に学習や活動に取 り組むために、子 どもか ら立 ち上が った問いを大切 に

して学習をすすある教育方法を とっているのであるが、子 ど も自身が生 きた時空間をどのような問い

に変えて学習 を創 りだ してい くのか、 どのよ うに して他者 と問いを共有 し有機的 に相互作用を生み出

しなが ら学習を創 り出 してい くのか ということを、連携カ リキュラムの 「実践化の視点」および 「事

例」 によ って示 している(本 紀要では 「事例」 を割愛)。 これは、子 どもと創 って いく学習は一回性

の ものであ り、二度 と同 じ時空間 は現れないことか らこのようなカ リキュラム表現方法を選択 した も

のである。

「評価」 にっいて は、各校園での文化 もあ ることか ら15年 間でその観点 は異な るが、各校園にお

ける子 どもの姿 に即 して、一貫 して 「子 どもを育て るための評価」 を行 ってお り、 それについて示す

こととした。

②事物認識発達の位相をふ まえた柔軟なカ リキ ュラム

本カ リキュラムは、校種や学年、学習時闘によって活動領域 を設定す るのではな く、子 どもの事物

認識発達の位相 をふまえて編成 している。つま り、子 ども一人 ひとりが どの位相に位置 しているのか

を教師は読 み取 り、教師は援助 し指導 し評価 していくのである。従 って、例えば子 どもの学習 によっ

ては[璽]・[亟 到 活動領域の複合であることや、同じ学習時間をもっていても[亟

の活動領域に位置する学習を行 う子どもと[もの発貝]の活動領域に位置する学習を行う子どもがいる

場合があ ることなども考 え られる。

そのためカ リキュラム表の事例 は、異なる校種 における同一活動領域 の事例を示 した り、各活動領

域典型事例 と共 に移行期事例を示 した りしている。(松 田)
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2。 幼 ・小 ・中等 連 携 カ リキ ュ ラム の全 体 構 造

本研究開発で は、幼稚園3歳 児か ら中等教育6年 生 までの15年 間を通 して事物認識 とその表現 の

発達を促すため、 〈モノ〉 と 〈コ ト〉の質感や構造 の探究 に向けた コアとなる活動を新 たなカ リキュ

ラムと して編成 している。 なお、文章中、事物の総称 と しては 〈モノ〉 と 〈コ ト〉 と表記 し、活動や

科 目等の名称 としては 「もの」や 「デキ ゴ ト」 など子 どもの 目線や発達 に応 じた表現を用 いている。

本カ リキュラムで重点 をお くのは、①探索 一観察 一表現 とい う一連の活動のっなが りであ り、② 自

律性 と徹底性 と独創性の育成 であり、③発達に基づ く<モ ノ〉か ら 〈コ ト〉への時間的空間的拡張で

ある。発達的拡張において は、幼小接続期、小学校中学年期、小中等接続期 の三つの移行期 に着 目す

る。本研究では子 どもの実態か らその移行の様相 につ いて研究 し、 それを基 にカ リキュラムを編成 し

た。

課題 として、第一 に、幼小接続期 のカ リキュラム連携を図 り、包括的な学 びを促す初等教育前半 の

教育課程 を編成す る。まず、幼稚園 において園児が眼前 の 〈モノ〉 に興味を抱 くところか ら、教師の

看 とりと環境構成 によ って 〈モ ノ〉への旺盛 な好奇心 に基づ く自発的 な探索活動 を促 し、徹底 的に

〈モノ〉 を触 り観て関わる習慣の形成へ と導 く。そ して、幼稚園か ら小学校低学年 にかけて 〈モノ〉

にっいての報告 と表現活動において、教 師の問いかけへの応答的活動か ら自主的活動への転換 を促す。

さらに 〈モノ〉を介 して他児 とや りとりを形成 し協同的に 〈モノ〉 に関わ るよ うにす る。以上 を通 し

て、集中力や持続力、表現意欲な ど徹底性を伴 う 「ねば り強い」思考能力の基礎 と学びの協同性を育

てる。

第二に、 〈モノ〉 の探究活動か ら、時間的に も空間的に も広が りと構造のある 〈コ ト〉 に対す る知

的な活動へ と至る教育課程を編成す る。 このため小学校 と中等教育学校のカ リキュラム連携を重視 し、

小学3年 生 あた りでの 〈モ ノ〉への認識 や表現 の変化、小学校高学年 か ら中等教育学校 にか けての

くコ ト〉への移行、 また 〈モノ〉 と 〈コ ト〉の融合活動を視野 において、教育課程 を編成す る。

第三に、子 どもが個別 に長期的に展開す る自由研究活動 に対 して、 自律性、徹底性、独創性の視点

を取 り入れ、評価のあり方 も含 めて評価方法を開発す る。すなわち、 それは、学びのサイクルや協同

性に応 じて、子 どもたちの自律的でねば り強い探究 を奨励 し、子 どもと社会に とってよりよい発達へ

と方向づ けるための評価である。

以上の課題 における仮説 と しては、次の4点 があげ られる。(図3参 照)

①創造的でねばり強い思考能力 は、言語など表現媒体の運用能力や読解能力だ けでな く、探索能力、

観察能力、そ して表現能力 に基づ く。

② これ らの能力 は、周囲の世界 と徹底的 に関わ り合 う、「探 る一観 る一表す」 とい うひ とま とまり

の活動 において相互連関的 に育成 される。

③ これ らの能力は、眼の前 の 〈モノ〉 に対する活動か ら、時間的空間的広が りと構造を有す る 〈コ

ト〉 に対す る活動へと向か う、発達 的拡張 によって高 め られる。(図1参 照)

④独創性 は、環境 に対す る子 どもな りの能動的で徹底的な探究活動か ら豊かな個別経験 を得 ること

と、その経験 を他者 と共有 しあ うことによ って育成 され る。
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〕瞳 囎 触知〕 難一
図315年 間の事物探究活動で育つ事物認識とその表現形成

図3に おける 「独創的でねば り強い思考能力 の育成」 の進行 は、図1「 事物認識発達位相 をふまえ

た探究活動領域の15年 間の展開」で示す ところの活動領域(図 中[コ 囲み)に のっとって行 なわれ

る(仮 説③ の展開)。 図3と 図1の 対応 は以下の表 に示す通 りとす る。

表1図3と 図1の 対応

15年 間の事物探究活動で育っ事物認識と
その表現形成(図3)

モ ノを感 じる

モ ノ に気 づ く

モ ノで コ トに気 づ く

事実を関連づける

事実を確かめあう

事物認識発達位相をふまえた探究活動
領域の15年 間の展開(図!)

國
圏
画

デキ ゴ ト論究
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團

図1事 物認識発達位相をふまえた探究活動領域の展開(再 掲)

幼稚園3歳 児か ら中等6年 生 までの15年 間の うち、最初の数年間の 「探 る一観 る一表す」 の連結

活動として、[もの好き](現前の事物への好奇心と感性的体験の育成)と 、[璽(事 物の探究対

象化と事物間の関連づけ)を 導入する。[もの好き]と[璽]の どちらとも、「探る一観る一表す」

の連結を重視 して実施される。また[もの好き]から[璽]へ は子どもの育ちに応 じた緩やかで柔

軟な移行 を試み る。(図1参 照)

小学校中学年以降、[もの好 き]と[塑 を深化発展活動である[璽 に柔軟に移行する。

さらに社会的出来事や種々の現象に着目する【デキゴト論究1も導入する。現前の出来事や日常的な出

来事に対す る 「探 る一観 る一表す」活動か ら、 自然現象や歴史的事象など時問的空間的広が りと構造

を有する出来事や現象 に対す る 「探 る一観 る一表す」活動 へと拡張 し、深化 させ る。
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3.15年 間 に わ た る カ リキ ュラ ム の基 本 コ ンセ プ ト ー 「自 由選 択 」 「体 験 」 一

独創的で 「ねば り強い」思考能力を育成す る新領域 カ リキュラムで は、「自由選択」及 び 「体験」

をキー コンセプ トと してその教育 を進 めている。 それぞれの段階で これ らが どのような学習形態で、

内容で実施 されているのかにっいて は後のカ リキュラム表に譲 ると して、 ここではその基本的な考え

方 について触れてお きたい。

(1)「 自由選択」

このカ リキ ュラムでは、①集中力や持続力、表現意欲など 「ねば り強い」思考能力の基礎を育成 し、

②環境 に対す る子 どもなりの能動的で徹底的な探究活動か ら豊 かな個別経験を得、 その経験を他者 と

共有 しあ うことによ って独創性 を育成す ること、 を目指 している。本 カ リキュラムにおいて、 この2

点を満 たす上で最重要視 しているのは、子 どもの自律 した学習を作 り出す こと、である。

例えば幼児 に関 して言えば、周囲の身近 な環境 に能動的に関わ るたあには、幼児が主体的に学習対

象を選択できる教育環境(人 的環境 も含む)が 必要 となる。幼児が主体的に 「遊び」 とい う活動の中

で快 の情動 を伴 いっっ徹底的 に対象物 と関わ りあう中で、対象物 にっ いてのかかわ りの中か ら様 々な

経験 を積み重ねてい くことにより、結果的に対象物の情報 を身体的に、また言語的に得 ることとなる。

そ うした活動 を幼児 自身の内的動機付 けによ って繰 り返 して い くことにより結果的 に 「集中力」 や

「持続力」などの能力を培 う態度が養われ ることになると考 えている。 そ して またその個別の経験 を、

最初は目の前にあるくモ ノ〉を媒介 に して、 そ して次第 にくコ ト〉にっいて、同一 の経験 を持 たない

他者 ともその情報を共有 しようとする。最初は自分本位 の情報伝達であ るものが、次第に他者 の立場

に立 って他者の理解 が得 られ るような表現を 自分な りに身 にっけるよ うになる。個別経験 を他者 に理

解 して もらうためには自分の中で客観的な事実を理解す る必要があ り、 その過程を経 ることによって

他者 の経験を知識 として得 られるよ うになってい く。そ うして学びあう態度が形成 され る中で子 ども

たちの独創性が育成 され るのである。

それ は、小学校以上の学習についても同様 である。 自ら〈モノ〉や 〈コ ト〉とかかわ り、「自分事」

と して捉 え、子 どもな りの発想や着想、好奇心や疑 問を もってそれを様々な知識を組み合わせ、新 た

な 「知」 として自己の中で再構成 し、様 々な方法で表現 してい くのであ る。中等教育学校段階で は、

学習内容 の高度化、専門化 に伴 い、教科 の枠組み は強 まるが、 どのよ うな教科であ って も与え られた

課題 を単 にこなすので はな く、その中で 自分な りの 「課題」を見っけ、 自分な りに 「知」を再構成 し、

自分 なりに表現 し、主体的に学習 に取 り組むのであ る。

結果的 にこのような 「力」 をっけるためには、「探索一観察一表現」 とい う一連の活動 のっ なが り

を繰 り返す必要があるが、 その教育環境に最 もふ さわ しいと考 えるのが 「自由選択」である。子 ども

が 「自由選択」す る教育環境の枠組 みは年齢に従 って徐々に狭 まって い くが、学習 スタイルを形成 し

た子 どもは狭い教科 の枠組みの中で も自ら 「課題」を見つけ出 して 「ねば り強 く」思考 してい く。

子 どもが学習対象を 「自由」 に 「選択」す るというと、学習対象が偏 るのではないか という疑問 も

ある。 しか し、 この ことについて は、教師は子 どもたちの教育環境を整える立場であ り教育環境その

ものであ るのだか ら、子 どもたちの 「自由」な 「選択」につ いて教育的な価値づ けを し、導いてい く
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ことで、子 ど もが次 に 「自由」に 「選択」す る学習環境を作 り出 してい くことは十分 に可能であると

私たちは考えている。「自由」 という言葉 は時に誤解を生むが・ ここでいう 「自由」 とは・「子 ど もが

主体的 に、 自主的 に」 という意味で子 どもの側か ら見た 「自由」、 また 「選択」 とは、 自分 の責任で

様々な背景を考慮 して 「選択」する、 とい う意味での 「選択」であると考えている。 この 「自由選択」

で大切な考え方は、子 ど もの側の視点か ら学習を進めそれを教師が支えてい くとい うことである。

(2)「 体験」

では、「体験」をキーコンセプ トとした教育環境 はどのような子 ど もの育ちを促すのだ ろうか。

年少児にとっては、周囲の環境 とかかわ ることが学習の第一歩 であるため、 当然なが ら 「体験」が

重要視 され る。 自ら 「体験」す ることによ って心が動 き、表現意欲へとっなが ってい く。表現意欲を

もっことによって表現活動がより促されることになり、その 「体験」が表現活動を通 じて他者に伝 わっ

てい く。

この表現活動が次第に言語交流 とな ってい く。言語交流の形成で重要なのは、「自分の言葉で語 っ

て考え る」 ことによって、他者 と情報 を共有する、他者の情報 も 「自分事」 として取 り入れ ることに

よって 「知」が得 られ る、 ということであ る。大人の言葉である辞書 や本の言葉をそのまま使 うので

はな く、いかに理解 し 「自分の言葉」 に してい くのか、 そこで大切になって くるのが 「体験」である。

「体験」を語 る、 とい うことは、そ こに自己の 「知」が集結する。 自己の 「知」を 「自分の言葉」

で語ることにより、他者 にとって情報が理解 しやす く共有 しやすい状況が生 まれる。 「体験」 とは、

自己の 「知」 にっなが ると同時に、他者の 「知」 ともっ なが りやす くす る学習 リソースなのである。

学習者が 「体験」 によって 「探索一観察一表現」 した ことにっいて言語情報 と して他者 に伝え るとい

うことは、他者の 「探索一観察一表現」 も促 し、 それによって学習集団が高め られてい く。

当然、全ての 「知」において 「体験」す ることは不可能であるが、子 どもの実態に応 じて、少 な く

とも他者か ら得 る情報 としての 「知」 を共有 し、「自分事」 と して捉え、 自己の 「知」 を再構成す る

たあには 「体験」 は欠かせない要素であると考える。

こうした考え方 を幼 ・小 ・中等で一貫 して基に し、幼稚園で は 「自由選択活動」及び 「みんなへの

お しらせ」、小学校では 「朝 の会」 ・ 「自由研究」 を軸 と した活動、中等教育学校で は 「総合学習」

及び 「特別活動」 を中心 として新領域 カ リキュラムを展開 している。(松 田)
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4。 幼 ・小 ・中等 異 校 種 問連 携活 動

本研究 にあたって、私 たちは校種間の連携活動 として様 々な実践に取 り組んで きた。実施にあた っ

ては、園児 ・児童 ・生徒が交流 していればよいとす るのではな く、それぞれの活動 に意義が見出せる

ように取 り組みたいと考えた。そのため、子 どもたちの交流の有無にかかわ らず、各校種の教員がか

かわって行 う活動 を連携活動 と捉え、子 どもたちの学 びの協同性や、異校種の教師による子 ども理解

の深化、 「独創的で 『ねば り強い』思考能力の育成」 な どを念頭 に取 り組んで行 きたいと考えた。初

年度 は、 まず、異校種の交流活動に取 り組む と同時に各種の基礎研究 を立 ち上 げることか ら始め るこ

とに した。

初年度に始めた交流活動 と しては、「かが くのひろば」(幼 一中等教育交流活動 ・小一中等教育交流

活動)、 「はてな?の 広場」(幼 一小交流活動(二 年次以降は 「なかよ しひろば」))、「おたずね広場」

(小一中等教育交流活動)が 挙 げ られる。 この他 にも幼稚園児 と小学生が一緒 にお弁当を食べた り、

小学校のなかよ し集会に幼稚園児が参加 した り、1年 生 と幼稚園児が一緒にどん ぐり拾 いに出かけた

りと、機会を捉えていろいろな交流活動 に取 り組 むように努 めた。

また、 基礎研究 として は、事物 にかかわ る認識調査 と して 「『空気鉄砲』 を素材 に した研究」 や

「言語報告 の事例研究」、幼一小一中等 と当附属に在学 している児童生徒 を抽 出 しての 「15年 間の育

ちを見通す 一 抽出児童 ・生徒の記録 より」の研究、附属幼稚園 ・小学校での学びが 「独創的で 『ね

ば り強い』思考能力の育成」 に寄与 しているかど うかを見極めるための 「学習スタイルにっいてのア

ンケー ト」 による研究 などを始 めた。

二年次以降 は、運営指導委員会での指導 に基づ き、各種 の連携活動が単発の取 り組みで終わ らない

よ うにす ることを念頭 に、引 き続 き初年度の取 り組 みを深化継続す ることに努 めた。

具体的には、初年度 に取 り組んだ 「はてな?の 広場」 が一回限 りの活動であったのを、二年次以降

は一 ヶ月前後の期間をかけて取 り組むよ うに した。

「かが くのひろば」や 「おたずね広場」 は、三年間の継続 の中で研究を深めるため、対象学年 を統

一 して取 り組 むことに した他
、 「おたずね広場」 にっいて は、初年度 …中等教育学校の発表会に小学

生が参加 ・二年次…中等教育学校生徒が小学校 に出か けて発表 ・三年次…小学生 の発表 に中等教育学

校生徒が質問 と、様 々な角度か らの検討が可能 になるよ うに取 り組んだ。

事物 にかかわ る認識調査 は、「空気鉄砲」 を素材 とした ものに加え 「ことば さが し」 を素材 とした

調査 も加えた他、事物認識 の変容 の過渡期にあると思われ る小学校3年 生での調査 も加えて取 り組ん

だ。 また、小学校教 師の幼稚園児への理解を深め ることも鑑み、5歳 児の認識調査 を社会的生活、言

語的生活、 自然的生活、科学的生活、数理 的生活、体育的生活、音楽的生活、造形的生活 の各分野で

順次行 った。 さらに、 これ らの認識調査の考察を経て、小学校入学当初の児童の認識調査 を社会的生

活、 自然的生活、科学的生活 ・造形的生活 ・言語的生活 ・数理的生活 の分野で実施 した。

この他の各種 の連携活動や基礎研究 は、三年 間の継続の中で研究が深 まるよう取 り組みを続 けてき

た。
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三年間の主な取 り組 み

初年度

事物にかかわ る認識調査 「空気鉄砲」 を素材 として

(5歳 児 ・小2・ 小4・ 中等2で 実施)

事物にかかわ る認識調査 言語報告の事例分析

!5年 間の育 ちを見通す 一 抽出児童 ・生徒 の記録 より

学習スタイルにつ いての アンケー ト

「はてな?の ひろば」の実践～ 「かが くのひろば」 の取 り組 み

「はてな?の ひろば」の実践～幼小交流 「なかよ しひろば」 の取 り組み(秋 の虫探 し)

総合学習発表会 「おたずね広場」の取 り組み

(中等教育学校の 「総合」の発表会に小学生が参加)

二年次

事物にかかわ る認識調査5歳 児の認識調査

(社会的生活 ・言語的生活 ・自然的生活 ・科学的生活 ・数理的生活の分野で実施)

事物にかかわ る認識調査 「ことばさが し」の取 り組み

(5歳 児 ・小2・ 小4・ 中等2で 実施)

学習スタイルにっ いてのア ンケー ト

評価研究

15年 間の育ちを見通す

「かが くのひろば」 の取 り組み

「なかよ しひろば」 の取 り組み

「おたずね広場」の取 り組み

(中等教育学校の生徒が、小学校で 「総合」の学習成果を発表)

三年次

「かが くのひろば」 の取 り組み

「なかよ しひろば」 の取 り組 み

「おたずね広場」 の取 り組み

(小学生の 「自由研究」発表 に、中等教育学校生徒が 「おたずね」)

15年 の育ちを見通す

中等6年 「日本史」の事例研究

事物認識の質 を汲 み取 る… 「空気鉄砲」 の取 り組 み

(小3で 実施)

事物認識の質 を汲み取 る… 「ことばさが し」 の取 り組み

(小3で 実施)

事物にかかわる認識調査5歳 児の認識調査

(音楽的生活)

事物にかかわ る認識調査5歳 児の認識 を踏まえて小学校入学当初 の取 り組み

(社会的生活 ・自然的生活 ・科学的生活 ・造形的生活 ・言語的生活 ・数理的生活の

分野で実施)

学習スタイルにっ いてのア ンケー ト

(阪本)

一17一



5。 幼 ・小 ・中等 連 携 カ リキ ュラ ム の実 際

独創的で 「ねば り強い」思考能力を育成する教育課程 一一くモ ノ〉 とく コ ト〉の探 究 活動 領域 内容一

校種

幼

稚

園

幼小
接続期

小

学

校

小中等接続期

中等

教
育学

校

新 設
活動名

コ

も

の

好

き
L

コ

も

の

発

見
L

マ

も

の

探
究
一

コ
ア

キ
ゴ

ト

論
究
L

教 育 目 標

園児が眼前の 〈モノ〉に興味を抱 くところか

ら、教師の看 とりと環境構成 によって 〈モ

ノ〉への旺盛な好奇心に基づ く自発的な探索

活動を促 し、徹底的に 〈モノ〉を触 り観て関

わる習慣の形成へと導 く。

〈モノ〉についての報告と表現活動において、

教師の問いかけへの応答的活動か ら自主的活

動への転換を促す。さらに 〈モノ〉を介 して

他児とやりとりを形成 し協同的に 〈モノ〉に

関わるようにする。

現前の出来事や日常的な出来事に対する 「探

る一観る一表す」活動か ら、自然現象や歴史

的事象など時間的空間的広が りと構造を有す

る出来事や現象に対する 「探る一観 る一表す」

活動へ と拡張 し、深化させる。

また、「もの探究」 と 「デキゴ ト論究」のい

ずれにも集約される 〈モノ〉と くコ ト〉の融

合活動にっいても取 り組んでいく。

活 動 の 定 義

「モノを感 じる」
一言語化以前の身体知の蓄積一

子 ど も た ちが 自 らの体 験 を通 して様 々 な くモ

ノ〉を 「収集 」 した り、 「い っぱ い い る」 「い っ

ぱ い あ る」 こ と を知 っ た りす る位 相 。

「モ ノに気づ く」

一くモノ〉につ いての報告

くモノ〉を介 して の他者 とのや りと り

くモ ノ〉に探究価値 を見 出す

・もの好 き にお いて 「収 集 」 を経 験 した後
、

い ろ い ろ な 〈 モ ノ 〉が あ る こと を知 った 上

で 「分 類 」 した り差異 を知 った りす る位 相 。

・工 程 な ど、 〈 モ ノ 〉 を触 る だ け で は わ か ら

な い もの につ いて 学 習 した りす る位 相 。

「モ ノで コ トに気づ く」

・実験的なもの、科学的なもの、仮説の前提

となる 「予測」 を立て、「試行」 したりす

るところか ら、中等段階になると仮説を立

てるようになっていく位相。

・これまで結びっけなか ったような関連性に

気づき、別分野との リンクが増加 したり、

視点を変えたり構造的に考えたりするよう

になる位相。

・直接見た ものではない内容、「デキゴ ト」

についての言及を行 うようになる位相。

「事実を関連づける」

「事実を確かめ合 う」

・歴史的なものや 「関係」にっいて考察 した

り、出来事の意味を考えたりするようにな

る位相。

・ 「何が言えるのか?」 「私達はどう考える

のか」などと、自分自身 とっなぎ合わせて

「自分事」 として問題を捉え られるように

なる位相。

一18一



教 育 方 法

コ ア と な る 活 動

「自由選択活動」

豊かな園環境(遊 具、用具、教材、自然物など)を 活か して教師が環境構成を工夫

し、子どもが自由に活動を選択できる時間を設ける。

「みん なへの お しらせ」

間食前の一時や全体活動、降園前の一時に、学級全体で今 日の活動を振 り返 ったり、

自分の活動 したことや思 ったこと、作ったものなどお知らせ したいことを教師や友

達に知 らせたり紹介 したりする時間を設ける。

「自由研究」(ま とまりのある探究活動)

子どもが興味を持 って研究を重ね、知識を広げたり興味を深めたりして、探究力を

培う学習

[独 自学習】長期休みに自由研究をする。

匿相互学習】休み明けには、発表の時間を持っ。

【独自学習】調べ直 しをする。

*学 級で追究する学習に発展する場合 もある。

〈「自由研究」を支える活動〉

「朝の会」(日 々の気づきの発表)

見っけたことや気づいたことを話す場。

(元気 しらべ、 日記発表、調べ直 しの発表)

「日記」(一 日の気づ きやふ り返 りと明 日へ のめあて)

一 日の学習生活をふ り返 り、文章で表現する。友達の自由研究発表から学んだこと

を記すこともある。

「総合学習」

01・2年 「探求」…フィール ドワークを中心 に据えた リサーチ学習の基礎に

なる能力、発表の基礎を身にっけさせる。(集 団 ・体験)

03・4年 「環境学」「世界学」…フィール ドワークを学習の中心 とし、環境や

国際理解をテーマに課題解決能力の育成をねらいとする。(集 団 ・個人 ・体験 ・

知識)

05・6年 「テーマ研究」… 自由選択科 目。生徒個人の興味関心の強い分野にお

いてこれまでの総合学習で習得 した能力をより深めさせる。(個 人 ・知識)

各教科 との往還

「総合学習」は教科 との往還において位置づけられ、教科学習で獲i得された知識 は

総合で生かされ、総合で身にっけられた リテラシーは教科学習にも反映される。

例…社会科 ・国語科における 「生徒討論」「発表」を中心にした授業展開

理科 ・数学科における、自分たちで発見する課題学習、 自分たちで創造す る実

験 など

異年齢活動

校種内連携

○
な
か
よ
し

を

多

○
な
か
よ
し
集
会
　

低
学
年

去
　

学
年
)

○ ○ ○
一 そSr

藻臓
行 祭
一L

の

企

画

国
隆
父

痙言

グ
ス

最

組

套
ど

校種間連携

○ ○
な か
か が
よ く
し の
ひ ひ
ろ ろ
ば ば
　 　

幼 幼
11
小 中
連 等
携 連
活 携
動 活)動

)

○ ○
お か
た が
ず く
ね の
ひ ひ
ろ ろ
ば ば
　 　

小 小
11
中 中
等 等連

連
携 携
活 活
動 動
))
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《様 相 表》

校種

幼

稚

園

幼小
接続期

、小

学

校

小中等
接続期

中
等
教
育
学
校

新 設
活動名

一

も

の

好

き
L

一

も

の

発

見
L

一

も

の

探

究
L

コ
ア

キ
ゴ

ト

論
究
L

教 育 実 践 化 の 視 点

○身近 な環境にあ る眼前の実在物 との直接接触や 直接 観察を通 して、 〈モ ノ〉の質感 を味わい 〈モ ノ〉 への興味を養 うと

と もに身体知 を蓄積す る。

○ 〈モノ〉 の能動的探索経験 を通 して、〈モノ〉 の機能 や使 い方に気づ く。

○見通 しを もって 〈モノ〉 と関 わ り、必要に応 じて教師や他児 などに適切 な援助要請 を行 うと ともに、因果的 な関わ りな

ど 〈モノ〉 との関 わ り方 の工夫 を試行す る。

○他児 や教 師との関わ りの中で、言語報 告や遊びを通 して 〈モノ〉の質感 を他者 と共有 する ことを試み る。

○一対一 か ら、一対 多の対話 と して言語 報告 を行い、表現方法ρ拡張を試み る。

○言語表現 においては、体験 した ことを ことばで表現す る過程 を通 して、知識 を明確化 する。

5歳 児か ら小学校低学年 にか けては、〈モ ノ〉にっ いての事実 報告 と、 自分の感想 や意見な どの心情 表現 との分化 をは

か る。

○語藁 力と言語運用能力 の発達 に先立 っ表現方法 と して、 さらには表現方法の拡張 と して、 発達 に応 じた 「ものづ くり」

を行 う。

様 々な素材 を用 いた ものづ くりによ って、以前に体験 した 〈モノ〉の再発見 と素材 の再 発見を行 う。

また、見 ることと手作業 の調整 において集 中力 と持続力の伴 うイメー ジの実現 を図 る。

もの づ くり過程 での言語表現 や相互作 用を通 して、新た な探索 と観察 を可能 にする。

○ ものづ くりにおいて は、他児 との共通 の 目的や挑戦的な課題 を創 り出 し、協力工夫 して解決 してい く協同的 な活動 を行

うようにす る。

○ 園や学校は家庭 と連携 して子 どもの活動 を支 え られるよ う、保護者 の理解を啓発す る。

'

、

命幼稚園から小学校への移行期の留意点

子どもが新たな学校生活の流れや学習スタイルを獲得 しやすいように、「もの好き」活動における 「みんなへのお し

らせ」を 「もの発見」段階においても導入する。異なる環境においてもそれまでと同一の活動を行うことにより、十

分に子どもが環境そのものに適応できるようにする。

、

学習者を育てる

○ 〈モノ〉 を探究 の対象 と して捉 え るとともに、〈モノ〉 に探究価値をみいだす ことがで きるよ うにする。

○ 〈モノ〉 を探究す る過程 で、分類 ・比較 ・関連付 けたり して、 自分 な りの考 えをっ くることがで きるようにする。

翻発表者 を育て る

○生活 の中か ら事物 ・事象 を見っけ、教室に持 ち込む(話 し合 う)こ とで、 そこか ら工 夫や追究へ 目が向 き、 やがて

は自由研究 に取 り組 むことがで きるよ うにす る。

○進んで身 の回 りの生活 か ら追究 したい物を見っ け、追究が楽 しいと感 じられる学習生 活がつ くれ るようにす る。

○ 〈モノ〉 の収集 ・分類 ・関連付 けを試み、持続的な探究が可能 となる独 自のテーマを設定で きるようにす る。

○ 「おたずね」を意識 して発表物 を準備 し、「よ さや工夫」 を取 り入れて発表す るなど、発表 の質 が高 まるようにす

る。

圏聞 き手を育て る

○発表者 のよさを見っ けることを意識 して聴 き、話 し合 いの質が高 まるよ うにする。

〈もの探究 〉

学習者 を育 てる

○小学校中学年において、 〈コ ト〉(出 来 事や事象)に ついての 「探 る一観 る一表す」活動に関心を持て るようにす る。

○小学 校高学年か ら中等教育学校 にか けて は、 〈モノ〉 か ら くコ ト〉への拡張過程 と して、観 察可 能な事象か ら社会

の しくみなど抽象度 の高 い事 象への

移行、直接観察可能 な自然現 象か ら不可視的な科学事象へ の移行がで きるよ うにする。

○小学5～6年 あたりか ら、 〈モノ〉事象 と 〈コ ト〉 事象の融合 された視点が生 まれ るようにする。

○客観的 な思考 の深 ま りに伴 って、価値判断がで きるようにす る。

騒発表者 を育 てる

○ 「探 る一観 る一表す」過程 を積み重ね るなかで、新 たな問 いを見 っけた り追究 を深めた りす ることが できるよ うに

する。

○ 〈モノ〉 にっいての事実 と、自分の考えや心情記述 との区別 を図 り、構造化 された表現がで きるようにする。

閣聞 き手 を育 てる

○互 いの考 えや思 いを共有 し、集 団思考を通 して、関連付 け ・補足 ・発展 ができるよ うにす る。

'

、

命小学校 から中等教育学校 の移 行期留意点

フ ィール ドワー クを中心 に鋸 えた リサー チ学習 の墓礎とな る能力、発表 の基 礎を身 につ けさせる。「学び方を学ぶ」

観点 から 「見る ・観 る」 「聞 く ・聴 く」r触 れ る ・体験す る」 「調べ る ・伝える」能力 の育成 を目指 す。

、

〈デキ ゴ ト論究 〉

○ 出来事 や事象 に関す る徹底的で多視点的な情報収集 を行わせる。収集 した情報 やデータを読み解 き、分類 や分析を行 い、

関連 づけを図 り、事実 と して記述可能な ことか ら出来事 や事 象を理解 させる。

○社会 的な現象 や出来事 は、立場 によ って 「事実」 の認識 が異 なることを理解 するとと もに、記述 の仕方 や情報提示 の仕

方 によって

「事実」 は操作可能 である ことに気づかせ る。'

○種 々の事 象報 告表現 に関 わ り、報告文の読解や状況表現活動 、事象表現活動 、客観表現 活動を重視す る。

○ 自然 現象や科学的 な現象 について は、継続 的な 自主的 テーマを もち、 観察、分類、仮説構 成(帰 納 と演 繹)、 予測(演

繹)、 検証、報告 という長期間 の活動 を促す。

○描画 や言語表現 に加えて、現象の図式、数式 による形式性 と論理性の高い表 現の導入を試み る。
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評 価

基本方針

教師が子ど もの成長

や現状を看 と ること

が評価 の中心 となる。

複数の教 師が短期 ・

長期に看 とった内容

を記録 ・交流 し合う。

総合的に子 ど もの成

長を援助 するための

評価である。

教 師か らの評価 ・

「おたずね」 によ る

子どもどうしの評価 ・

「めあて と振 り返 り」

による自己評価が中

心 である。

それぞれの観点で評

定 するので な く、良

さを認め褒め、伸ば

すことを申心 として、

子 どもの人間性を育

成 しようとす る評価

である。

教師 は、生徒が、社

会 とのっなが りの中

で 盧己を客観視で き

る成長段階にあ るこ

とを考慮 した評価を

企画す る。

教師と生徒は、レポー

ト、発表な どを材料

に、 自己評価、相互

評偲、教師に よる評

癌を総合 し、生徒の

現状で身にっけてい

るカ にっいての認識

を共有す る。生徒が

さらにカを伸ば して

いけるよ う支援する

評緬であ る。

観 点

○ 〈モノ〉 や 〈コ ト〉 との関 わ りの評価

闘 〈一探 る一観 る一〉行為 とそれらの連 関を育 てる評価

環境 に対す る探索活動 ・ 〈モノ〉発見 への評価

興味 ・関心 の対象 の把握 と興味 ・関心 を もっ こと自体 への評価

持続的 ・継時的観察へ の評価

〈モノ〉 の全体か ら部分へ の観点 の移動 や統合 の評価

くモノ〉 の材質や構造や仕組 みへの着 目の評価 ・ 五感 の駆使 と五感の分離への評価

弗質へ の着 目、様 々な観点 での差異、類似性、共通性、 同質 性への着目

→比較 ・分類 ・加算行為→量へ の着 目、大小 関係 への着 目、 順序 づけ行動

〈モノ〉 の変化(〈 コ ト〉)、 有用性、道具性の発見 ・利用の評価

くコ ト〉 における変化、順序へ の気づ きと理解 への評価

〈コ ト〉の個別性 と共通性へ の気づ きの評価→ イベ ント、時聞区分、 曜 日、 月、 日、 季節、黛の理解 と活用

翻 〈一表す 一〉行為 とその 霞的化 とさらなる探索 を育 てる評価

何か を他者 に表現 ・報 告 しよ うと して いること自体 への評価→感情 ・好 み→ 体験 ・気持 ち→ 〈モノ〉 〈コ ト〉→考え の

表現

多 くの友だ ちの前で表現 ・報告 しようと して いること自体 への評価

他者の発言を聞 くこと ・応答的反応の評価 → 「おたず ね」

(上記 〈探 る一観 る一〉の各事項の表現領域へ の移行 の評価)

学習者を育てる評価

○新しい知識の獲得への評価

○集団思考を通 しての評価
・直接経験的思考への評価→間接経験的思考への評価

・感性的な見方への評価一→理性的認識への評価

○価値意識の高まりや緬値判断能力への評価 ○追究への工夫や努力に対することへの評価

灘発表者を育てる評価

○プレゼンテーション力

声の大きさ 「おたずね」への受け答え

読み上げる→メモを見ながら説明→資料(図 表など)活 用や実演を交えて説明など

○着眼

生活の申からの着眼 ・これまでの追究、友だちの発表、学習内容などに関連 ・継続 ・発展する着眼

○工夫

追究の持続や深まり・追究の方法の工夫 ・プレゼンテーション上の工夫など

○論理性

問いに対する予測と準備 ・真の問いを見っける

発表内容の要旨の捉え、発表内容の構成など

麟聞き手を育てる評価

関連づけたり発展させたりする 「おたずね」や意見

良さや新たな視点を引き出す 「おたずね」や意見

理解を深あたり補足 したりする 「おたずね」や意見

これらのより良い 「おたずね」に対する姿勢

「おたずね」を核に広がる討論の中身

麟経験事象 における探求、課題 発見、情報収集、報告、討論等の 自律的活動形成 とそれ らの共 同化 に向けての評緬

・学 校や 日常での学 びや経験 に対 して即時即座の視点 を脱 してメタ認知的 に観 ること(→ 自身を取 り巻 く状況 の分析、 課

題発 見)

・課題 発見、 情報収集、討論 において、多様な意見やや り方 を発見また は案 出できる こと(そ れぞれの主張 をもち表現 で

きる こと)

・多様 な意見 やや り方 において対等 な対話(討 論)が で きること

・共 同的な認 識を形成す るために、探 索、情報収集、思考、 表現 を行い、 それ らにおいて協働 し、論拠 と議論 を共有化 で

きる こと

圏経験 を超 えた事象への探求、課題発 見、情報収集、報告、討論等 の 宙律的共同活動形成 に向けての評価、 そ して、 それ

らの活動 を環境、世 界、 歴史 とい う時間的空間的広が りと多重性 に位置づ け社会的 に共 同化 するこ とに向けての評価

・学校 や 日常 での学 びか ら、 それ らが位 置つ く時間的空間的に拡張された グローバルな課題や歴史的課題へ の関心 と理解、

事象 の時間的空 間的構 造への理解
・それ らの課 題 における自律的活動(所 属集団内で の課題発 見、 情報収集、討論、多様 な意 見やや り方 の発見 や案 出、 対

話、共 同的 な認識形成)
・社会 的、文化 的、 歴史 的集 団聞で異 な る多様な意見やや り方の発見
・自 らの所属 する集 団での見方 ・考 え方 ・論拠(「 事実」)の 相対化

・通文化 的な形式 的事象構造 への意識 、形式的表現様式の可能性 と限界へ の意識、論理へ の信頼 と論理 の限界への意識
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